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市
財
政
現
状
把
握
の
た
め
、
①
市
債
（
借
金
）
、

②
基
金
、
③
合
併
特
例
債
の
現
在
残
高
は
幾
ら
か
。

　
　
①
二
十
二
年
十
月
末
現
在
で
約
百
七
十
五
億

円
。
②
二
十
二
年
度
末
見
込
み
残
高
で
約
六
十
二

億
円
。
③
二
十
三
年
度
以
降
の
借
入
可
能
額
は
約

八
十
八
億
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
　
こ
の
三
年
間
の
実
状
と
来
春
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

　
　
再
就
職
先
と
し
て
、
市
役
所
、
教
育
文
化
振

興
事
業
団
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
、
南
高
北
東
部
環
境
衛
生
組
合
、
島
原

城
振
興
協
会
、
雲
仙
岳
災
害
記
念
館
な
ど
を
把
握

し
て
い
る
。
過
去
三
年
間
に
お
け
る
定
年
退
職
者

数
及
び
そ
の
再
就
職
の
状
況
は
、
十
九
年
度
が
五

名
の
う
ち
三
名
、
二
十
年
度
が
十
一
名
の
う
ち
九

名
、
二
十
一
年
度
が
六
名
の
う
ち
四
名
で
あ
る
。

現
在
も
引
き
続
き
勤
務
し
て
い
る
者
は
、
市
に
五

名
、
教
育
文
化
振
興
事
業
団
な
ど
の
団
体
に
七
名

で
あ
る
。
来
春
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
定
年
退

職
予
定
者
は
十
六
名
で
、
現
在
ま
だ
雇
用
先
等
は

未
定
で
あ
る
。

　
　
不
況
、
失
業
者
増
加
、
官
民
格
差
が
叫
ば
れ

る
中
、
市
民
か
ら
の
批
判
に
ど
う
答
え
る
の
か
。

例
え
ば
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
島
原
に
よ
る
と
、
目
下

の
有
効
求
人
倍
率
は
島
原
で
〇
・
四
八
倍
、
高
校

生
就
職
内
定
率
は
四
十
五
・
六
％
で
、
対
前
年
比

マ
イ
ナ
ス
一
％
で
あ
る
。
定
年
市
職
員
の
再
就
職

よ
り
も
、
若
い
人
た
ち
の
就
職
先
を
つ
く
る
こ
と

が
先
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
有
効
求
人
倍
率
は
全
国
よ
り
も
低
く
、
県
内

平
均
よ
り
も
若
干
低
く
推
移
し
て
い
る
。
例
年
、

年
度
末
に
な
る
と
新
卒
者
の
有
効
求
人
倍
率
は
伸

び
て
く
る
の
で
、
そ
の
辺
は
学
校
当
局
も
一
生
懸

命
や
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
し
、
労
働
局
、
県
を

挙
げ
て
、
就
職
指
導
員
も
ふ
や
し
て
対
応
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
確
か
に
、
県
外
へ
の
就
職
が
優

先
し
て
決
ま
る
傾
向
に
あ
る
の
で
、
県
内
の
状
況

は
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
な
い
と
い
う
認
識
で

あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
合
併
特
例
債
は
信
頼
で
き
る
か

　
◇
国
民
健
康
保
険
事
業
へ
の
根
本
的
姿
勢
を
問

　
　
う

　
　
職
員
の
意
識
改
革
、
人
材
養
成
の
た
め
の
研

修
や
取
り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
職
員
一
人
一
人
が
最
小
限
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
意
識
を
持
ち
自
己
研
さ
ん
に
努
め
、

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
自
治
大
学
校
を
初
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
修
に

職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
年
よ
り
研
修

終
了
者
を
発
表
者
に
し
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

研
修
を
開
催
し
た
り
、
県
と
の
人
事
交
流
も
行
っ

て
い
る
。

　
　
部
制
の
導
入
に
よ
り
組
織
が
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
。

　
　
縄
張
り
意
識
や
課
、
係
と
い
っ
た
固
定
化
し

た
イ
メ
ー
ジ
も
随
分
薄
ら
ぎ
部
長
、
グ
ル
ー
プ
長

の
指
導
の
も
と
共
通
認
識
を
持
っ
て
業
務
に
当
た

る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
り
わ
け
各
部
で
開
催
し
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
等
は
グ
ル
ー
プ
を
超
え
た
横
の
連

携
が
図
ら
れ
、
職
員
総
力
を
挙
げ
市
民
サ
ー
ビ
ス

に
努
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
　
行
政
評
価
委
員
会
設
置
後
の
経
過
と
、
委
員

会
で
出
さ
れ
た
意
見
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
初
年
度
と
な
っ
た
昨
年
度
は
事
務
事
業
評
価

制
度
を
テ
ー
マ
と
し
て
提
言
を
い
た
だ
き
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

年
度
は
、
補
助
金
等
の
見
直
し
を
テ
ー
マ
に
検
討

を
お
願
い
し
て
お
り
、
市
民
、
民
間
の
目
線
で
外

部
評
価
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
事
業
仕
分
け
効
果

と
同
じ
も
の
を
期
待
す
る
も
の
で
、
今
後
も
行
財

政
改
革
全
般
に
わ
た
っ
て
御
審
議
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
歳
入
の
増
加
と
歳
出
の
削
減
へ
の
取
り
組
み

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
管
理
部
門
等

の
職
員
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
て
い
る
。
新
規
の
借
入
額

を
元
金
の
償
還
額
以
下
に
抑
え
る
こ
と
で
市
債
残

高
の
削
減
に
取
り
組
み
、
歳
入
の
増
加
対
策
と
し

て
法
務
専
門
員
を
活
用
し
各
種
未
収
金
の
収
納
対

策
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
既
存
の
事
業
を
厳
し
く
見
直
し
、
廃
止
や
合

理
化
を
行
う
こ
と
で
、
今
後
も
行
政
経
費
の
見
直

し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

　
◇
市
民
へ
の
情
報
提
供
、
収
集
に
つ
い
て

　
◇
緊
急
雇
用
創
出
事
業
（
観
光
関
係
事
業
）
に

　
　
つ
い
て

　
◇
温
泉
の
活
用
と
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い

　
　
て

QAQQ A

Q AA

QQ AA

QA

議員

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

議員

　
市
債
、基
金
、合
併
特
例

債
の
各
残
高
に
つ
い
て

　
定
年
市
職
員
の
再
就
職
と

市
民
批
判
に
つ
い
て
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